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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象における眼球運動を追跡し、追跡された眼球運動のデータを対象における中枢神経
系病変を位置特定するための指標として用いるためのデバイスの作動方法であって、
　（ａ）前記対象の両方の眼の眼球運動を追跡するステップと；
　（ｂ）前記対象の両方の眼の眼球運動を分析するステップと；
　（ｃ）前記対象の第１の眼の眼球運動を前記対象の第２の眼の眼球運動と比較するステ
ップと；
　（ｄ）前記対象を、第２の眼の眼球運動と有意に異なる第１の眼の眼球運動を有すると
同定するステップと；
　（ｅ）前記中枢神経系病変を位置特定するステップと
を含む、方法。
【請求項２】
　眼の位置の少なくとも約１００，０００サンプルが得られる、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　眼球運動が、視覚刺激に応答して追跡される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　眼球運動が、約３０～約５００秒の期間にわたって追跡される、請求項１に記載の方法
。
【請求項５】
　前記対象の第１の眼の眼球運動を前記対象の第２の眼の眼球運動と比較するステップが
、ある時間にわたる瞳孔反射の瞬時角度の２つの成分（水平、垂直）を表す（ｘ，ｙ）値
の対を生成およびプロットすることによって実施される、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記対象の第１の眼の眼球運動を前記対象の第２の眼の眼球運動と比較するステップが
、視覚刺激によって進められる軌跡を反映するボックスに実質的に類似している図を作成
することによって実施される、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記対象を、第２の眼の眼球運動と有意に異なる第１の眼の眼球運動を有すると同定す
るステップが、正常者の釣鐘曲線から離れた非共同性尺度を有する対象を同定することを
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含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　対象における眼球運動を追跡し、追跡された眼球運動のデータを対象における中枢神経
系病変を診断するための指標として用いるためのデバイスの作動方法であって、
　ａ）前記対象の両方の眼の眼球運動を追跡するステップと；
　ｂ）前記対象の両方の眼の眼球運動を分析するステップと；
　ｃ）前記対象の第１の眼の眼球運動を前記対象の第２の眼の眼球運動と比較するステッ
プと；
　ｄ）前記対象を、第２の眼の眼球運動と有意に異なる第１の眼の眼球運動を有すると同
定するステップと
を含む、方法。
【請求項９】
　眼の位置の少なくとも約１００，０００サンプルが得られる、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　眼球運動が、視覚刺激に応答して追跡される、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　眼球運動が、約３０～約５００秒の期間にわたって追跡される、請求項８に記載の方法
。
【請求項１２】
　前記対象の第１の眼の眼球運動を前記対象の第２の眼の眼球運動と比較するステップが
、ある時間にわたる瞳孔反射の瞬時角度の２つの成分（水平、垂直）を表す（ｘ，ｙ）値
の対を生成およびプロットすることによって実施される、請求項８に記載の方法。
【請求項１３】
　前記対象の第１の眼の眼球運動を前記対象の第２の眼の眼球運動と比較するステップが
、視覚刺激によって進められる軌跡を反映するボックスに実質的に類似している図を作成
することによって実施される、請求項８に記載の方法。
【請求項１４】
　前記対象を、第２の眼の眼球運動と有意に異なる第１の眼の眼球運動を有すると同定す
るステップが、２超のｚスコアを有する対象を同定することを含む、請求項８に記載の方
法。
【請求項１５】
　対象における眼球運動を追跡し、追跡された眼球運動のデータを、頭蓋内圧の増大を特
徴として備える疾患または状態を検出し、診断し、その進行を監視し、またはそれについ
てスクリーニングするための指標として用いるためのデバイスの作動方法であって、
　ａ）対象の両方の眼の眼球運動を追跡するステップと；
　ｂ）対象の両方の眼の眼球運動を分析するステップと；
　ｃ）前記対象の第１の眼の眼球運動を前記対象の第２の眼の眼球運動と比較するステッ
プと；
　ｄ）前記対象を、第２の眼の眼球運動と有意に異なる第１の眼の眼球運動を有すると同
定するステップと
を含む、方法。
【請求項１６】
　頭蓋内圧の増大を特徴として備える前記疾患または状態が、外傷、脳血管発作（ＣＶＡ
）、動脈瘤、血管病変、腫瘍、感染過程、炎症疾患、静脈排出路の混乱、偽腫瘍、水頭症
または特発性からなる群から選択される、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　対象における中枢神経系病変を診断し、もしくは位置特定し、脳神経機能もしくは伝導
の低減もしくは障害を検出し、もしくはそれについてスクリーニングし、頭蓋内圧の増大
を検出し、診断し、もしくはそれについてスクリーニングし、または頭蓋内圧の増大を特
徴として備える疾患もしくは状態を検出し、診断し、その進行を監視し、もしくはそれに
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ついてスクリーニングするのに有用であるキットであって、眼球運動を追跡するためのデ
バイス、眼球運動追跡データを分析するための１つまたは複数の手段、および指示書を含
む、キット。
【請求項１８】
　対象を評価するために自己に記憶された指示を有する非一時的なコンピュータ可読媒体
であって、前記指示は、ハードウェアプロセッサによって実行されるとき、
　ａ）前記対象の眼球運動に関係するデータを受け取るステップと；
　ｂ）前記対象の前記眼球運動データを分析するステップと；
　ｃ）前記対象の第１の眼の眼球運動データを前記対象の第２の眼の眼球運動データと比
較するステップと；
　ｄ）前記対象を、第２の眼の眼球運動と有意に異なる第１の眼の眼球運動を有すると同
定するステップと
を実施する、非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項１９】
　対象における眼球運動を追跡し、追跡された眼球運動のデータを、対象における眼球運
動の共同性または非共同性、および輻輳障害を評価するための指標として用いるためのデ
バイスの作動方法であって、
　ａ）前記対象の両方の眼の眼球運動を追跡するステップと；
　ｂ）前記対象の両方の眼の眼球運動を分析するステップと；
　ｃ）前記対象の第１の眼の前記眼球運動についての任意の時点におけるｘまたはｙデカ
ルト座標を、前記対象の第２の眼の前記眼球運動についての前記時点におけるそれぞれの
ｘまたはｙデカルト座標と比較するステップと；
　ｄ）試験した時間にわたる前記第２の眼と比較した前記第１の眼の前記ｘ座標のすべて
の間の差異の和を提供するステップ、もしくは前記試験した時間にわたる前記第２の眼と
比較した前記第１の眼のｙ座標の差異の和を提供するステップ、または両方と；任意選択
で
　ｅ）前記試験した時間にわたる前記第２の眼と比較した前記第１の眼のｘおよびｙ座標
の両方の間の差異の総和を提供するステップと
を含む、方法。
【請求項２０】
　前記試験した時間にわたる前記第２の眼と比較した前記第１の眼のｘおよびｙ座標の両
方の間の前記差異の前記総和が、健康な対照における、あるいは１つもしくは複数の健康
な対照に基づいた、または前記試験した時間の前のある時間における前記対象に基づいた
参照値における、前記試験した時間にわたる前記第２の眼と比較した前記第１の眼のｘお
よびｙ座標の両方の間の前記差異の前記総和より少なくとも５０％大きい、請求項１９に
記載の方法。
【請求項２１】
　眼球運動を追跡する前記ステップが、合計１２０秒またはそれ超にわたって実施される
、請求項１９に記載の方法。
【請求項２２】
　眼の位置の１００，０００またはそれ超のサンプルが得られる、請求項１９に記載の方
法。
【請求項２３】
　前記対象の第１の眼の前記眼球運動についての任意の時点におけるｘまたはｙデカルト
座標を、前記対象の第２の眼の前記眼球運動についての前記時点におけるそれぞれのｘま
たはｙデカルト座標と比較するステップが、（ｘ，ｙ）値の対をプロットすることを含む
、請求項１９に記載の方法。
【請求項２４】
　前記試験した時間にわたる前記第２の眼と比較した前記第１の眼の前記ｘ座標のすべて
の間の差異の和を提供するステップ、もしくは前記試験した時間にわたる前記第２の眼と
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比較した前記第１の眼のｙ座標の差異の和を提供するステップ、または両方が、以下のよ
うに全分散を計算することを含む、請求項１９に記載の方法。
【数３９】

【請求項２５】
　対象における眼球運動を追跡し、追跡された眼球運動のデータを、対象における非共同
性注視または斜視によって特徴付けられ、またはそれを特徴として備える疾患を診断する
ための指標として用いるためのデバイスの作動方法であって、
　ａ）前記対象の両方の眼の眼球運動を追跡するステップと；
　ｂ）前記対象の両方の眼の眼球運動を分析するステップと；
　ｃ）前記対象の第１の眼の前記眼球運動についての任意の時点におけるｘまたはｙデカ
ルト座標を、前記対象の第２の眼の前記眼球運動についての前記時点におけるそれぞれの
ｘまたはｙデカルト座標と比較するステップと；
　ｄ）試験した時間にわたる前記第２の眼と比較した前記第１の眼の前記ｘ座標のすべて
の間の差異の和を提供するステップ、もしくは前記試験した時間にわたる前記第２の眼と
比較した前記第１の眼のｙ座標の差異の和を提供するステップ、または両方と；任意選択
で
　ｅ）前記試験した時間にわたる前記第２の眼と比較した前記第１の眼のｘおよびｙ座標
の両方の間の差異の総和を提供するステップと
を含む、方法。
【請求項２６】
　前記疾患が、外傷、水頭症、脱髄、炎症、感染、変性疾患、新生物／腫瘍随伴症候群、
糖尿病を含めた代謝疾患、または血管破裂、例えば、脳卒中、出血、もしくは動脈瘤形成
など、および眼科学的疾患からなる群から選択される、請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　前記眼科学的疾患が、斜視、結膜炎、眼筋麻痺、および眼傷害からなる群から選択され
る、請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　対象における眼球運動を追跡し、追跡された眼球運動のデータを、対象における中枢神
経系の完全性を評価および定量化するための指標として用いるためのデバイスの作動方法
であって：
　ａ）前記対象の両方の眼の眼球運動を追跡するステップと；
　ｂ）前記対象の両方の眼の眼球運動を分析するステップと；
　ｃ）前記対象の第１の眼の前記眼球運動についての任意の時点におけるｘまたはｙデカ
ルト座標を、前記対象の第２の眼の前記眼球運動についての前記時点におけるそれぞれの
ｘまたはｙデカルト座標と比較するステップと；
　ｄ）試験した時間にわたる前記第２の眼と比較した前記第１の眼の前記ｘ座標のすべて
の間の差異の和を提供するステップ、もしくは前記試験した時間にわたる前記第２の眼と
比較した前記第１の眼のｙ座標の差異の和を提供するステップ、または両方と；任意選択
で
　ｅ）前記試験した時間にわたる前記第２の眼と比較した前記第１の眼のｘおよびｙ座標
の両方の間の差異の総和を提供するステップと
を含む、方法。
【請求項２９】
　対象における眼球運動を追跡し、追跡された眼球運動のデータを、非共同性注視または
斜視によって特徴付けられる疾患または状態を検出し、その進行を監視し、またはそれに
ついてスクリーニングするための指標として用いるためのデバイスの作動方法であって、
　ａ）前記対象の両方の眼の眼球運動を追跡するステップと；
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　ｂ）前記対象の両方の眼の眼球運動を分析するステップと；
　ｃ）前記対象の第１の眼の前記眼球運動についての任意の時点におけるｘまたはｙデカ
ルト座標を、前記対象の第２の眼の前記眼球運動についての前記時点におけるそれぞれの
ｘまたはｙデカルト座標と比較するステップと；
　ｄ）試験した時間にわたる前記第２の眼と比較した前記第１の眼の前記ｘ座標のすべて
の間の差異の和を提供するステップ、もしくは前記試験した時間にわたる前記第２の眼と
比較した前記第１の眼のｙ座標の差異の和を提供するステップ、または両方と；任意選択
で
　ｅ）前記試験した時間にわたる前記第２の眼と比較した前記第１の眼のｘおよびｙ座標
の両方の間の差異の総和を提供するステップと
を含む、方法。
【請求項３０】
　前記疾患が、外傷、水頭症、脱髄、炎症、感染、変性疾患、新生物／腫瘍随伴症候群、
糖尿病を含めた代謝疾患、または血管破裂、例えば、脳卒中、出血、もしくは動脈瘤形成
など、および眼科学的疾患からなる群から選択される、請求項２９に記載の方法。
【請求項３１】
　前記眼科学的疾患が、斜視、結膜炎、眼筋麻痺、および眼傷害からなる群から選択され
る、請求項２９に記載の方法。
【請求項３２】
　対象における眼球運動を追跡し、追跡された眼球運動のデータを、非共同性注視または
斜視の程度を定量化するための指標として用いるためのデバイスの作動方法であって、
　ａ）前記対象の両方の眼の眼球運動を追跡するステップと；
　ｂ）前記対象の両方の眼の眼球運動を分析するステップと；
　ｃ）前記対象の第１の眼の前記眼球運動についての任意の時点におけるｘまたはｙデカ
ルト座標を、前記対象の第２の眼の前記眼球運動についての前記時点におけるそれぞれの
ｘまたはｙデカルト座標と比較するステップと；
　ｄ）試験した時間にわたる前記第２の眼と比較した前記第１の眼の前記ｘ座標のすべて
の間の差異の和を提供するステップ、もしくは前記試験した時間にわたる前記第２の眼と
比較した前記第１の眼のｙ座標の差異の和を提供するステップ、または両方と；任意選択
で
　ｅ）前記試験した時間にわたる前記第２の眼と比較した前記第１の眼のｘおよびｙ座標
の両方の間の差異の総和を提供するステップと
を含む、方法。
【請求項３３】
　非共同性注視もしくは斜視を検出し、それについてスクリーニングし、もしくはそれを
定量化するのに有用であり、対象における非共同性注視もしくは斜視によって特徴付けら
れる疾患を診断するのに有用であり、対象における非共同性注視もしくは斜視によって特
徴付けられる疾患もしくは状態を検出し、その進行を監視し、もしくはそれについてスク
リーニングするのに有用であり、または非共同性注視もしくは斜視の程度を定量化するの
に有用であるキットであって、眼球運動追跡データを分析するための１つまたは複数の手
段を備える眼球運動を追跡するためのデバイスを含有する、キット。
【請求項３４】
　対象の注視の共同性を評価するために自己に記憶された指示を有する非一時的なコンピ
ュータ可読媒体であって、前記指示は、ハードウェアプロセッサによって実行されるとき
、
　ａ）前記対象の両方の眼の眼球運動に関係するデータを受け取るステップと；
　ｂ）前記対象の両方の眼の前記眼球運動データを分析するステップと；
　ｃ）前記対象の第１の眼の眼球運動データを前記対象の第２の眼の眼球運動データと比
較するステップと；
　ｄ）前記対象を、第２の眼の眼球運動と有意に異なる第１の眼の眼球運動を有すると同
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定するステップと
を実施する、非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項３５】
　対象の注視の共同性を評価するために自己に記憶された指示を有する請求項１６に記載
の非一時的なコンピュータ可読媒体であって、前記指示は、ハードウェアプロセッサによ
って実行されるとき、
　ａ）前記対象の第１の眼の前記眼球運動についての任意の時点におけるｘまたはｙデカ
ルト座標を、前記対象の第２の眼の前記眼球運動についての前記時点におけるそれぞれの
ｘまたはｙデカルト座標と比較するステップと；
　ｂ）試験した時間にわたる前記第２の眼と比較した前記第１の眼の前記ｘ座標のすべて
の間の差異の和を提供するステップ、もしくは前記試験した時間にわたる前記第２の眼と
比較した前記第１の眼のｙ座標の差異の和を提供するステップ、または両方と；任意選択
で
　ｃ）前記試験した時間にわたる前記第２の眼と比較した前記第１の眼のｘおよびｙ座標
の両方の間の差異の総和を提供するステップと
をさらに実施する、請求項１６に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項３６】
　対象における眼球運動を追跡し、追跡された眼球運動のデータを、対象における構造的
および非構造的外傷性脳傷害を評価または定量化するための指標として用いるためのデバ
イスの作動方法であって、
　ａ）前記対象の少なくとも一方の眼の眼球運動を追跡するステップと；
　ｂ）前記対象の少なくとも一方の眼の眼球運動を分析するステップと；
　ｃ）前記対象の少なくとも一方の眼の眼球運動を正常なまたは平均の眼球運動と比較す
るステップと；任意選択で
　ｄ）前記正常なまたは平均の眼球運動と比較した前記対象の少なくとも一方の眼の眼球
運動についての標準偏差またはｐ値を計算するステップと
を含む、方法。
【請求項３７】
　前記対象の両方の眼の眼球運動が追跡および分析される、請求項３６に記載の方法。
【請求項３８】
　対象の一方または両方の眼についての眼の位置のｘおよびｙ座標の両方が収集される、
請求項３６に記載の方法。
【請求項３９】
　前記眼球運動が、少なくとも約１００秒またはそれ超にわたって追跡される、請求項３
６に記載の方法。
【請求項４０】
　前記対象の少なくとも一方の眼の眼球運動を正常なまたは平均の眼球運動と比較する前
記ステップが、前記対象の少なくとも一方の眼の眼球運動を前記対象の他方の眼の眼球運
動と比較すること、または前記対象の少なくとも一方の眼の眼球運動を１つもしくは複数
の他の対象もしくは対照の眼の眼球運動と比較することを含む、請求項３６に記載の方法
。
【請求項４１】
　前記対象の少なくとも一方の眼の眼球運動を正常なまたは平均の眼球運動と比較する前
記ステップが、前記対象の両方の眼の眼球運動を１つまたは複数の他の対象または対照の
一方または両方の眼の眼球運動と比較することを含む、請求項３６に記載の方法。
【請求項４２】
　前記追跡するステップ、分析するステップ、および比較するステップが、瞳孔位置の未
処理のｘおよびｙデカルト座標を収集すること、前記未処理のｘおよびｙデカルト座標を
正規化すること、ならびに眼によってデータを分類することを含む、請求項３６に記載の
方法。
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【請求項４３】
　前記分析するステップおよび比較するステップが、
【数４０－１】
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【数４０－２】

からなる群から選択される１つまたは複数の個々の測定基準を計算することを含む、請求
項３６に記載の方法。
【請求項４４】
　前記分析するステップおよび比較するステップが、Ｌ　ｈｅｉｇｈｔ、Ｌ　ｗｉｄｔｈ
、Ｌ　ａｒｅａ、Ｌ　ｖａｒＸｒｉｔ、Ｌ　ｖａｒＸｌｅｆ、Ｌ　ｖａｒＴｏｔａｌ、Ｒ
　ｈｅｉｇｈｔ、Ｒ　ｗｉｄｔｈ、Ｒ　ａｒｅａ、Ｒ　ｖａｒＹｔｏｐ、Ｒ　ｖａｒＸｒ
ｉｔ、Ｒ　ｖａｒＸｌｅｆ、Ｒ　ｖａｒＴｏｔａｌ、Ｃｏｎｊ　ｖａｒＸ、Ｃｏｎｊ　ｖ
ａｒＸｒｉｔ、Ｃｏｎｊ　ｖａｒＸｂｏｔ、Ｃｏｎｊ　ｖａｒＸｌｅｆ、およびＣｏｎｊ
　ｖａｒＹｌｅｆからなる群から選択される１つまたは複数の個々の測定基準を計算する
ことを含む、請求項３６に記載の方法。
【請求項４５】
　前記構造的または非構造的外傷性脳傷害が、脳振盪または軽症脳振盪である、請求項３
６に記載の方法。
【請求項４６】
　対象における眼球運動を追跡し、追跡された眼球運動のデータを、対象における構造的
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および非構造的外傷性脳傷害によって特徴付けられ、またはそれを特徴として備える疾患
を診断するための指標として用いるためのデバイスの作動方法であって、
　ａ）前記対象の少なくとも一方の眼の眼球運動を追跡するステップと；
　ｂ）前記対象の少なくとも一方の眼の眼球運動を分析するステップと；
　ｃ）前記対象の少なくとも一方の眼の眼球運動を正常なまたは平均の眼球運動と比較す
るステップと；任意選択で
　ｄ）前記正常なまたは平均の眼球運動と比較した前記対象の少なくとも一方の眼の眼球
運動についての標準偏差またはｐ値を計算するステップと
を含む、方法。
【請求項４７】
　前記対象の両方の眼の眼球運動が追跡および分析される、請求項４６に記載の方法。
【請求項４８】
　対象の一方または両方の眼についての眼の位置のｘおよびｙ座標の両方が収集される、
請求項４６に記載の方法。
【請求項４９】
　前記眼球運動が、少なくとも約１００秒またはそれ超にわたって追跡される、請求項４
６に記載の方法。
【請求項５０】
　前記対象の少なくとも一方の眼の眼球運動を正常なまたは平均の眼球運動と比較する前
記ステップが、前記対象の少なくとも一方の眼の眼球運動を前記対象の他方の眼の眼球運
動と比較すること、または前記対象の少なくとも一方の眼の眼球運動を１つもしくは複数
の他の対象もしくは対照の眼の眼球運動と比較することを含む、請求項４６に記載の方法
。
【請求項５１】
　前記対象の少なくとも一方の眼の眼球運動を正常なまたは平均の眼球運動と比較する前
記ステップが、前記対象の両方の眼の眼球運動を１つまたは複数の他の対象または対照の
一方または両方の眼の眼球運動と比較することを含む、請求項４６に記載の方法。
【請求項５２】
　前記追跡するステップ、分析するステップ、および比較するステップが、瞳孔位置の未
処理のｘおよびｙデカルト座標を収集すること、前記未処理のｘおよびｙデカルト座標を
正規化すること、ならびに眼によってデータを分類することを含む、請求項４６に記載の
方法。
【請求項５３】
　前記分析するステップおよび比較するステップが、
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【数４１－１】
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【数４１－２】

からなる群から選択される１つまたは複数の個々の測定基準を計算することを含む、請求
項４６に記載の方法。
【請求項５４】
　前記分析するステップおよび比較するステップが、Ｌ　ｈｅｉｇｈｔ、Ｌ　ｗｉｄｔｈ
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、Ｌ　ａｒｅａ、Ｌ　ｖａｒＸｒｉｔ、Ｌ　ｖａｒＸｌｅｆ、Ｌ　ｖａｒＴｏｔａｌ、Ｒ
　ｈｅｉｇｈｔ、Ｒ　ｗｉｄｔｈ、Ｒ　ａｒｅａ、Ｒ　ｖａｒＹｔｏｐ、Ｒ　ｖａｒＸｒ
ｉｔ、Ｒ　ｖａｒＸｌｅｆ、Ｒ　ｖａｒＴｏｔａｌ、Ｃｏｎｊ　ｖａｒＸ、Ｃｏｎｊ　ｖ
ａｒＸｒｉｔ、Ｃｏｎｊ　ｖａｒＸｂｏｔ、Ｃｏｎｊ　ｖａｒＸｌｅｆ、およびＣｏｎｊ
　ｖａｒＹｌｅｆからなる群から選択される１つまたは複数の個々の測定基準を計算する
ことを含む、請求項４６に記載の方法。
【請求項５５】
　前記構造的または非構造的外傷性脳傷害が、脳振盪または軽症脳振盪である、請求項４
６に記載の方法。
【請求項５６】
　対象における眼球運動を追跡し、追跡された眼球運動のデータを、対象における構造的
および非構造的外傷性脳傷害を評価もしくは定量化し、または構造的および非構造的外傷
性脳傷害によって特徴付けられ、もしくはそれを特徴として備える疾患を診断するための
指標として用いるためのデバイスの作動方法であって、
　ａ）前記対象の少なくとも一方の眼の眼球運動を追跡するステップと；
　ｂ）瞳孔位置の未処理のｘおよびｙデカルト座標を収集するステップと；
　ｃ）前記未処理のｘおよびｙデカルト座標を正規化するステップと；
　ｄ）１つまたは複数の個々の測定基準を計算するステップと
を含む、方法。
【請求項５７】
　前記対象の両方の眼の眼球運動が追跡および分析される、請求項５６に記載の方法。
【請求項５８】
　前記対象の両方の眼の瞳孔位置のｘおよびｙ座標の両方が収集される、請求項５６に記
載の方法。
【請求項５９】
　前記眼球運動が、少なくとも約１００秒またはそれ超にわたって追跡される、請求項５
６に記載の方法。
【請求項６０】
　前記個々の測定基準が、
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【数４２－１】
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【数４２－２】

からなる群から選択される、請求項５６に記載の方法。
【請求項６１】
　前記個々の測定基準が、Ｌ　ｈｅｉｇｈｔ、Ｌ　ｗｉｄｔｈ、Ｌ　ａｒｅａ、Ｌ　ｖａ
ｒＸｒｉｔ、Ｌ　ｖａｒＸｌｅｆ、Ｌ　ｖａｒＴｏｔａｌ、Ｒ　ｈｅｉｇｈｔ、Ｒ　ｗｉ
ｄｔｈ、Ｒ　ａｒｅａ、Ｒ　ｖａｒＹｔｏｐ、Ｒ　ｖａｒＸｒｉｔ、Ｒ　ｖａｒＸｌｅｆ
、Ｒ　ｖａｒＴｏｔａｌ、Ｃｏｎｊ　ｖａｒＸ、Ｃｏｎｊ　ｖａｒＸｒｉｔ、Ｃｏｎｊ　
ｖａｒＸｂｏｔ、Ｃｏｎｊ　ｖａｒＸｌｅｆ、およびＣｏｎｊ　ｖａｒＹｌｅｆからなる
群から選択される、請求項２１に記載の方法。
【請求項６２】
　前記構造的または非構造的外傷性脳傷害が、脳振盪または軽症脳振盪である、請求項５
６に記載の方法。
【請求項６３】
　対象における構造的および非構造的外傷性脳傷害を検出し、それについてスクリーニン
グし、またはそれを定量化するのに有用であるキットであって、眼球運動を追跡するため
のデバイス、眼球運動追跡データを分析するための１つまたは複数の手段、例えば、アル
ゴリズムまたはコンピュータプログラムなど、および指示書を含有する、キット。
【請求項６４】
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　対象における構造的および非構造的外傷性脳傷害を評価もしくは定量化し、または構造
的および非構造的外傷性脳傷害によって特徴付けられ、もしくはそれを特徴として備える
疾患を診断するために自己に記憶された指示を有する非一時的なコンピュータ可読媒体で
あって、前記指示は、ハードウェアプロセッサによって実行されるとき、
　ａ）前記対象の一方または両方の眼の眼球運動に関係するデータを受け取るステップと
；
　ｂ）前記対象の一方または両方の眼の前記眼球運動データを分析するステップと；
　ｃ）前記対象の一方または両方の眼の眼球運動データを正常なまたは平均の眼球運動と
比較するステップと；任意選択で
　ｄ）前記正常なまたは平均の眼球運動と比較した前記対象の一方または両方の眼の眼球
運動についての標準偏差またはｐ値を計算するステップと
を実施する、非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項６５】
　対象における構造的および非構造的外傷性脳傷害を定量化し、または構造的および非構
造的外傷性脳傷害によって特徴付けられ、もしくはそれを特徴として備える疾患を診断す
るために自己に記憶された指示を有する請求項６４に記載の非一時的なコンピュータ可読
媒体であって、前記指示は、ハードウェアプロセッサによって実行されるとき、
　ａ）前記対象の少なくとも一方の眼の眼球運動を追跡するステップと；
　ｂ）瞳孔位置の未処理のｘおよびｙデカルト座標を収集するステップと；
　ｃ）前記未処理ｘおよびｙデカルト座標を正規化するステップと；
　ｄ）１つまたは複数の個々の測定基準を計算するステップと
をさらに実施する、請求項６４に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９７】
　一部の事例では、本明細書に記載するように計算されるＶａｒｘもしくはＶａｒｙまた
は両方は、０．０５、０．０７、０．１、０．１５、０．２０、０．２５、０．３０、０
．４０、０．５０、０．６０、０．７５、０．９０、１．０、１．１０、１．２５、１．
５０、１．７５、もしくは２．０、またはそれ超であり得る。同様に、一部の事例では、
本明細書に記載するように計算されるＶａｒＴｏｔは、注視の非共同性または斜視によっ
て特徴付けられ、またはそれを特徴として備える神経疾患または状態を有する対象におい
て、０．１、０．１５、０．２０、０．２５、０．３０、０．４０、０．５０、０．６０
、０．７５、０．９０、１．０、１．１０、１．２５、１．５０、１．７５、２．０、２
．５０、３．０、もしくは４．０、またはそれ超であり得る。
　本発明は、例えば、以下の項目を提供する。
（項目１）
　対象における中枢神経系病変を位置特定するための方法であって、
　（ａ）前記対象の両方の眼の眼球運動を追跡するステップと；
　（ｂ）前記対象の両方の眼の眼球運動を分析するステップと；
　（ｃ）前記対象の第１の眼の眼球運動を前記対象の第２の眼の眼球運動と比較するステ
ップと；
　（ｄ）前記対象を、第２の眼の眼球運動と有意に異なる第１の眼の眼球運動を有すると
同定するステップと；
　（ｅ）前記中枢神経系病変を位置特定するステップと
を含む、方法。
（項目２）
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　眼の位置の少なくとも約１００，０００サンプルが得られる、項目１に記載の方法。
（項目３）
　眼球運動が、視覚刺激に応答して追跡される、項目１に記載の方法。
（項目４）
　眼球運動が、約３０～約５００秒の期間にわたって追跡される、項目１に記載の方法。
（項目５）
　前記対象の第１の眼の眼球運動を前記対象の第２の眼の眼球運動と比較するステップが
、ある時間にわたる瞳孔反射の瞬時角度の２つの成分（水平、垂直）を表す（ｘ，ｙ）値
の対を生成およびプロットすることによって実施される、項目１に記載の方法。
（項目６）
　前記対象の第１の眼の眼球運動を前記対象の第２の眼の眼球運動と比較するステップが
、視覚刺激によって進められる軌跡を反映するボックスに実質的に類似している図を作成
することによって実施される、項目１に記載の方法。
（項目７）
　前記対象を、第２の眼の眼球運動と有意に異なる第１の眼の眼球運動を有すると同定す
るステップが、正常者の釣鐘曲線から離れた非共同性尺度を有する対象を同定することを
含む、項目１に記載の方法。
（項目８）
　対象における中枢神経系病変を診断するための方法であって、
　ａ）前記対象の両方の眼の眼球運動を追跡するステップと；
　ｂ）前記対象の両方の眼の眼球運動を分析するステップと；
　ｃ）前記対象の第１の眼の眼球運動を前記対象の第２の眼の眼球運動と比較するステッ
プと；
　ｄ）前記対象を、第２の眼の眼球運動と有意に異なる第１の眼の眼球運動を有すると同
定するステップと
を含む、方法。
（項目９）
　眼の位置の少なくとも約１００，０００サンプルが得られる、項目８に記載の方法。
（項目１０）
　眼球運動が、視覚刺激に応答して追跡される、項目８に記載の方法。
（項目１１）
　眼球運動が、約３０～約５００秒の期間にわたって追跡される、項目８に記載の方法。
（項目１２）
　前記対象の第１の眼の眼球運動を前記対象の第２の眼の眼球運動と比較するステップが
、ある時間にわたる瞳孔反射の瞬時角度の２つの成分（水平、垂直）を表す（ｘ，ｙ）値
の対を生成およびプロットすることによって実施される、項目８に記載の方法。
（項目１３）
　前記対象の第１の眼の眼球運動を前記対象の第２の眼の眼球運動と比較するステップが
、視覚刺激によって進められる軌跡を反映するボックスに実質的に類似している図を作成
することによって実施される、項目８に記載の方法。
（項目１４）
　前記対象を、第２の眼の眼球運動と有意に異なる第１の眼の眼球運動を有すると同定す
るステップが、２超のｚスコアを有する対象を同定することを含む、項目８に記載の方法
。
（項目１５）
　頭蓋内圧の増大を特徴として備える疾患または状態を検出し、診断し、その進行を監視
し、またはそれについてスクリーニングするための方法であって、
　ａ）対象の両方の眼の眼球運動を追跡するステップと；
　ｂ）対象の両方の眼の眼球運動を分析するステップと；
　ｃ）前記対象の第１の眼の眼球運動を前記対象の第２の眼の眼球運動と比較するステッ
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プと；
　ｄ）前記対象を、第２の眼の眼球運動と有意に異なる第１の眼の眼球運動を有すると同
定するステップと
を含む、方法。
（項目１６）
　頭蓋内圧の増大を特徴として備える前記疾患または状態が、外傷、脳血管発作（ＣＶＡ
）、動脈瘤、血管病変、腫瘍、感染過程、炎症疾患、静脈排出路の混乱、偽腫瘍、水頭症
または特発性からなる群から選択される、項目１５に記載の方法。
（項目１７）
　対象における中枢神経系病変を診断し、もしくは位置特定し、脳神経機能もしくは伝導
の低減もしくは障害を検出し、もしくはそれについてスクリーニングし、頭蓋内圧の増大
を検出し、診断し、もしくはそれについてスクリーニングし、または頭蓋内圧の増大を特
徴として備える疾患もしくは状態を検出し、診断し、その進行を監視し、もしくはそれに
ついてスクリーニングするのに有用であるキットであって、眼球運動を追跡するためのデ
バイス、眼球運動追跡データを分析するための１つまたは複数の手段、および指示書を含
む、キット。
（項目１８）
　対象を評価するために自己に記憶された指示を有する非一時的なコンピュータ可読媒体
であって、前記指示は、ハードウェアプロセッサによって実行されるとき、
　ａ）前記対象の眼球運動に関係するデータを受け取るステップと；
　ｂ）前記対象の前記眼球運動データを分析するステップと；
　ｃ）前記対象の第１の眼の眼球運動データを前記対象の第２の眼の眼球運動データと比
較するステップと；
　ｄ）前記対象を、第２の眼の眼球運動と有意に異なる第１の眼の眼球運動を有すると同
定するステップと
を実施する、非一時的なコンピュータ可読媒体。
（項目１９）
　対象における眼球運動の共同性または非共同性、および輻輳障害を評価するための方法
であって、
　ａ）前記対象の両方の眼の眼球運動を追跡するステップと；
　ｂ）前記対象の両方の眼の眼球運動を分析するステップと；
　ｃ）前記対象の第１の眼の前記眼球運動についての任意の時点におけるｘまたはｙデカ
ルト座標を、前記対象の第２の眼の前記眼球運動についての前記時点におけるそれぞれの
ｘまたはｙデカルト座標と比較するステップと；
　ｄ）試験した時間にわたる前記第２の眼と比較した前記第１の眼の前記ｘ座標のすべて
の間の差異の和を提供するステップ、もしくは前記試験した時間にわたる前記第２の眼と
比較した前記第１の眼のｙ座標の差異の和を提供するステップ、または両方と；任意選択
で
　ｅ）前記試験した時間にわたる前記第２の眼と比較した前記第１の眼のｘおよびｙ座標
の両方の間の差異の総和を提供するステップと
を含む、方法。
（項目２０）
　前記試験した時間にわたる前記第２の眼と比較した前記第１の眼のｘおよびｙ座標の両
方の間の前記差異の前記総和が、健康な対照における、あるいは１つもしくは複数の健康
な対照に基づいた、または前記試験した時間の前のある時間における前記対象に基づいた
参照値における、前記試験した時間にわたる前記第２の眼と比較した前記第１の眼のｘお
よびｙ座標の両方の間の前記差異の前記総和より少なくとも５０％大きい、項目１９に記
載の方法。
（項目２１）
　眼球運動を追跡する前記ステップが、合計１２０秒またはそれ超にわたって実施される
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、項目１９に記載の方法。
（項目２２）
　眼の位置の１００，０００またはそれ超のサンプルが得られる、項目１９に記載の方法
。
（項目２３）
　前記対象の第１の眼の前記眼球運動についての任意の時点におけるｘまたはｙデカルト
座標を、前記対象の第２の眼の前記眼球運動についての前記時点におけるそれぞれのｘま
たはｙデカルト座標と比較するステップが、（ｘ，ｙ）値の対をプロットすることを含む
、項目１９に記載の方法。
（項目２４）
　前記試験した時間にわたる前記第２の眼と比較した前記第１の眼の前記ｘ座標のすべて
の間の差異の和を提供するステップ、もしくは前記試験した時間にわたる前記第２の眼と
比較した前記第１の眼のｙ座標の差異の和を提供するステップ、または両方が、以下のよ
うに全分散を計算することを含む、項目１９に記載の方法。

【数３９】

（項目２５）
　対象における非共同性注視または斜視によって特徴付けられ、またはそれを特徴として
備える疾患を診断するための方法であって、
　ａ）前記対象の両方の眼の眼球運動を追跡するステップと；
　ｂ）前記対象の両方の眼の眼球運動を分析するステップと；
　ｃ）前記対象の第１の眼の前記眼球運動についての任意の時点におけるｘまたはｙデカ
ルト座標を、前記対象の第２の眼の前記眼球運動についての前記時点におけるそれぞれの
ｘまたはｙデカルト座標と比較するステップと；
　ｄ）試験した時間にわたる前記第２の眼と比較した前記第１の眼の前記ｘ座標のすべて
の間の差異の和を提供するステップ、もしくは前記試験した時間にわたる前記第２の眼と
比較した前記第１の眼のｙ座標の差異の和を提供するステップ、または両方と；任意選択
で
　ｅ）前記試験した時間にわたる前記第２の眼と比較した前記第１の眼のｘおよびｙ座標
の両方の間の差異の総和を提供するステップと
を含む、方法。
（項目２６）
　前記疾患が、外傷、水頭症、脱髄、炎症、感染、変性疾患、新生物／腫瘍随伴症候群、
糖尿病を含めた代謝疾患、または血管破裂、例えば、脳卒中、出血、もしくは動脈瘤形成
など、および眼科学的疾患からなる群から選択される、項目２５に記載の方法。
（項目２７）
　前記眼科学的疾患が、斜視、結膜炎、眼筋麻痺、および眼傷害からなる群から選択され
る、項目２６に記載の方法。
（項目２８）
　対象における中枢神経系の完全性を評価および定量化するための方法であって：
　ａ）前記対象の両方の眼の眼球運動を追跡するステップと；
　ｂ）前記対象の両方の眼の眼球運動を分析するステップと；
　ｃ）前記対象の第１の眼の前記眼球運動についての任意の時点におけるｘまたはｙデカ
ルト座標を、前記対象の第２の眼の前記眼球運動についての前記時点におけるそれぞれの
ｘまたはｙデカルト座標と比較するステップと；
　ｄ）試験した時間にわたる前記第２の眼と比較した前記第１の眼の前記ｘ座標のすべて
の間の差異の和を提供するステップ、もしくは前記試験した時間にわたる前記第２の眼と
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比較した前記第１の眼のｙ座標の差異の和を提供するステップ、または両方と；任意選択
で
　ｅ）前記試験した時間にわたる前記第２の眼と比較した前記第１の眼のｘおよびｙ座標
の両方の間の差異の総和を提供するステップと
を含む、方法。
（項目２９）
　非共同性注視または斜視によって特徴付けられる疾患または状態を検出し、その進行を
監視し、またはそれについてスクリーニングするための方法であって、
　ａ）前記対象の両方の眼の眼球運動を追跡するステップと；
　ｂ）前記対象の両方の眼の眼球運動を分析するステップと；
　ｃ）前記対象の第１の眼の前記眼球運動についての任意の時点におけるｘまたはｙデカ
ルト座標を、前記対象の第２の眼の前記眼球運動についての前記時点におけるそれぞれの
ｘまたはｙデカルト座標と比較するステップと；
　ｄ）試験した時間にわたる前記第２の眼と比較した前記第１の眼の前記ｘ座標のすべて
の間の差異の和を提供するステップ、もしくは前記試験した時間にわたる前記第２の眼と
比較した前記第１の眼のｙ座標の差異の和を提供するステップ、または両方と；任意選択
で
　ｅ）前記試験した時間にわたる前記第２の眼と比較した前記第１の眼のｘおよびｙ座標
の両方の間の差異の総和を提供するステップと
を含む、方法。
（項目３０）
　前記疾患が、外傷、水頭症、脱髄、炎症、感染、変性疾患、新生物／腫瘍随伴症候群、
糖尿病を含めた代謝疾患、または血管破裂、例えば、脳卒中、出血、もしくは動脈瘤形成
など、および眼科学的疾患からなる群から選択される、項目２９に記載の方法。
（項目３１）
　前記眼科学的疾患が、斜視、結膜炎、眼筋麻痺、および眼傷害からなる群から選択され
る、項目２９に記載の方法。
（項目３２）
　非共同性注視または斜視の程度を定量化するための方法であって、
　ａ）前記対象の両方の眼の眼球運動を追跡するステップと；
　ｂ）前記対象の両方の眼の眼球運動を分析するステップと；
　ｃ）前記対象の第１の眼の前記眼球運動についての任意の時点におけるｘまたはｙデカ
ルト座標を、前記対象の第２の眼の前記眼球運動についての前記時点におけるそれぞれの
ｘまたはｙデカルト座標と比較するステップと；
　ｄ）試験した時間にわたる前記第２の眼と比較した前記第１の眼の前記ｘ座標のすべて
の間の差異の和を提供するステップ、もしくは前記試験した時間にわたる前記第２の眼と
比較した前記第１の眼のｙ座標の差異の和を提供するステップ、または両方と；任意選択
で
　ｅ）前記試験した時間にわたる前記第２の眼と比較した前記第１の眼のｘおよびｙ座標
の両方の間の差異の総和を提供するステップと
を含む、方法。
（項目３３）
　非共同性注視もしくは斜視を検出し、それについてスクリーニングし、もしくはそれを
定量化するのに有用であり、対象における非共同性注視もしくは斜視によって特徴付けら
れる疾患を診断するのに有用であり、対象における非共同性注視もしくは斜視によって特
徴付けられる疾患もしくは状態を検出し、その進行を監視し、もしくはそれについてスク
リーニングするのに有用であり、または非共同性注視もしくは斜視の程度を定量化するの
に有用であるキットであって、眼球運動追跡データを分析するための１つまたは複数の手
段を備える眼球運動を追跡するためのデバイスを含有する、キット。
（項目３４）
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　対象の注視の共同性を評価するために自己に記憶された指示を有する非一時的なコンピ
ュータ可読媒体であって、前記指示は、ハードウェアプロセッサによって実行されるとき
、
　ａ）前記対象の両方の眼の眼球運動に関係するデータを受け取るステップと；
　ｂ）前記対象の両方の眼の前記眼球運動データを分析するステップと；
　ｃ）前記対象の第１の眼の眼球運動データを前記対象の第２の眼の眼球運動データと比
較するステップと；
　ｄ）前記対象を、第２の眼の眼球運動と有意に異なる第１の眼の眼球運動を有すると同
定するステップと
を実施する、非一時的なコンピュータ可読媒体。
（項目３５）
　対象の注視の共同性を評価するために自己に記憶された指示を有する項目１６に記載の
非一時的なコンピュータ可読媒体であって、前記指示は、ハードウェアプロセッサによっ
て実行されるとき、
　ａ）前記対象の第１の眼の前記眼球運動についての任意の時点におけるｘまたはｙデカ
ルト座標を、前記対象の第２の眼の前記眼球運動についての前記時点におけるそれぞれの
ｘまたはｙデカルト座標と比較するステップと；
　ｂ）試験した時間にわたる前記第２の眼と比較した前記第１の眼の前記ｘ座標のすべて
の間の差異の和を提供するステップ、もしくは前記試験した時間にわたる前記第２の眼と
比較した前記第１の眼のｙ座標の差異の和を提供するステップ、または両方と；任意選択
で
　ｃ）前記試験した時間にわたる前記第２の眼と比較した前記第１の眼のｘおよびｙ座標
の両方の間の差異の総和を提供するステップと
をさらに実施する、項目１６に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
（項目３６）
　対象における構造的および非構造的外傷性脳傷害を評価または定量化するための方法で
あって、
　ａ）前記対象の少なくとも一方の眼の眼球運動を追跡するステップと；
　ｂ）前記対象の少なくとも一方の眼の眼球運動を分析するステップと；
　ｃ）前記対象の少なくとも一方の眼の眼球運動を正常なまたは平均の眼球運動と比較す
るステップと；任意選択で
　ｄ）前記正常なまたは平均の眼球運動と比較した前記対象の少なくとも一方の眼の眼球
運動についての標準偏差またはｐ値を計算するステップと
を含む、方法。
（項目３７）
　前記対象の両方の眼の眼球運動が追跡および分析される、項目３６に記載の方法。
（項目３８）
　対象の一方または両方の眼についての眼の位置のｘおよびｙ座標の両方が収集される、
項目３６に記載の方法。
（項目３９）
　前記眼球運動が、少なくとも約１００秒またはそれ超にわたって追跡される、項目３６
に記載の方法。
（項目４０）
　前記対象の少なくとも一方の眼の眼球運動を正常なまたは平均の眼球運動と比較する前
記ステップが、前記対象の少なくとも一方の眼の眼球運動を前記対象の他方の眼の眼球運
動と比較すること、または前記対象の少なくとも一方の眼の眼球運動を１つもしくは複数
の他の対象もしくは対照の眼の眼球運動と比較することを含む、項目３６に記載の方法。
（項目４１）
　前記対象の少なくとも一方の眼の眼球運動を正常なまたは平均の眼球運動と比較する前
記ステップが、前記対象の両方の眼の眼球運動を１つまたは複数の他の対象または対照の
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一方または両方の眼の眼球運動と比較することを含む、項目３６に記載の方法。
（項目４２）
　前記追跡するステップ、分析するステップ、および比較するステップが、瞳孔位置の未
処理のｘおよびｙデカルト座標を収集すること、前記未処理のｘおよびｙデカルト座標を
正規化すること、ならびに眼によってデータを分類することを含む、項目３６に記載の方
法。
（項目４３）
　前記分析するステップおよび比較するステップが、
【数４０－１】
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【数４０－２】

からなる群から選択される１つまたは複数の個々の測定基準を計算することを含む、項目
３６に記載の方法。
（項目４４）
　前記分析するステップおよび比較するステップが、Ｌ　ｈｅｉｇｈｔ、Ｌ　ｗｉｄｔｈ
、Ｌ　ａｒｅａ、Ｌ　ｖａｒＸｒｉｔ、Ｌ　ｖａｒＸｌｅｆ、Ｌ　ｖａｒＴｏｔａｌ、Ｒ
　ｈｅｉｇｈｔ、Ｒ　ｗｉｄｔｈ、Ｒ　ａｒｅａ、Ｒ　ｖａｒＹｔｏｐ、Ｒ　ｖａｒＸｒ
ｉｔ、Ｒ　ｖａｒＸｌｅｆ、Ｒ　ｖａｒＴｏｔａｌ、Ｃｏｎｊ　ｖａｒＸ、Ｃｏｎｊ　ｖ
ａｒＸｒｉｔ、Ｃｏｎｊ　ｖａｒＸｂｏｔ、Ｃｏｎｊ　ｖａｒＸｌｅｆ、およびＣｏｎｊ
　ｖａｒＹｌｅｆからなる群から選択される１つまたは複数の個々の測定基準を計算する
ことを含む、項目３６に記載の方法。
（項目４５）
　前記構造的または非構造的外傷性脳傷害が、脳振盪または軽症脳振盪である、項目３６
に記載の方法。
（項目４６）
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　対象における構造的および非構造的外傷性脳傷害によって特徴付けられ、またはそれを
特徴として備える疾患を診断するための方法であって、
　ａ）前記対象の少なくとも一方の眼の眼球運動を追跡するステップと；
　ｂ）前記対象の少なくとも一方の眼の眼球運動を分析するステップと；
　ｃ）前記対象の少なくとも一方の眼の眼球運動を正常なまたは平均の眼球運動と比較す
るステップと；任意選択で
　ｄ）前記正常なまたは平均の眼球運動と比較した前記対象の少なくとも一方の眼の眼球
運動についての標準偏差またはｐ値を計算するステップと
を含む、方法。
（項目４７）
　前記対象の両方の眼の眼球運動が追跡および分析される、項目４６に記載の方法。
（項目４８）
　対象の一方または両方の眼についての眼の位置のｘおよびｙ座標の両方が収集される、
項目４６に記載の方法。
（項目４９）
　前記眼球運動が、少なくとも約１００秒またはそれ超にわたって追跡される、項目４６
に記載の方法。
（項目５０）
　前記対象の少なくとも一方の眼の眼球運動を正常なまたは平均の眼球運動と比較する前
記ステップが、前記対象の少なくとも一方の眼の眼球運動を前記対象の他方の眼の眼球運
動と比較すること、または前記対象の少なくとも一方の眼の眼球運動を１つもしくは複数
の他の対象もしくは対照の眼の眼球運動と比較することを含む、項目４６に記載の方法。
（項目５１）
　前記対象の少なくとも一方の眼の眼球運動を正常なまたは平均の眼球運動と比較する前
記ステップが、前記対象の両方の眼の眼球運動を１つまたは複数の他の対象または対照の
一方または両方の眼の眼球運動と比較することを含む、項目４６に記載の方法。
（項目５２）
　前記追跡するステップ、分析するステップ、および比較するステップが、瞳孔位置の未
処理のｘおよびｙデカルト座標を収集すること、前記未処理のｘおよびｙデカルト座標を
正規化すること、ならびに眼によってデータを分類することを含む、項目４６に記載の方
法。
（項目５３）
　前記分析するステップおよび比較するステップが、
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【数４１－１】
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【数４１－２】

からなる群から選択される１つまたは複数の個々の測定基準を計算することを含む、項目
４６に記載の方法。
（項目５４）
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　前記分析するステップおよび比較するステップが、Ｌ　ｈｅｉｇｈｔ、Ｌ　ｗｉｄｔｈ
、Ｌ　ａｒｅａ、Ｌ　ｖａｒＸｒｉｔ、Ｌ　ｖａｒＸｌｅｆ、Ｌ　ｖａｒＴｏｔａｌ、Ｒ
　ｈｅｉｇｈｔ、Ｒ　ｗｉｄｔｈ、Ｒ　ａｒｅａ、Ｒ　ｖａｒＹｔｏｐ、Ｒ　ｖａｒＸｒ
ｉｔ、Ｒ　ｖａｒＸｌｅｆ、Ｒ　ｖａｒＴｏｔａｌ、Ｃｏｎｊ　ｖａｒＸ、Ｃｏｎｊ　ｖ
ａｒＸｒｉｔ、Ｃｏｎｊ　ｖａｒＸｂｏｔ、Ｃｏｎｊ　ｖａｒＸｌｅｆ、およびＣｏｎｊ
　ｖａｒＹｌｅｆからなる群から選択される１つまたは複数の個々の測定基準を計算する
ことを含む、項目４６に記載の方法。
（項目５５）
　前記構造的または非構造的外傷性脳傷害が、脳振盪または軽症脳振盪である、項目４６
に記載の方法。
（項目５６）
　対象における構造的および非構造的外傷性脳傷害を評価もしくは定量化し、または構造
的および非構造的外傷性脳傷害によって特徴付けられ、もしくはそれを特徴として備える
疾患を診断するための方法であって、
　ａ）前記対象の少なくとも一方の眼の眼球運動を追跡するステップと；
　ｂ）瞳孔位置の未処理のｘおよびｙデカルト座標を収集するステップと；
　ｃ）前記未処理のｘおよびｙデカルト座標を正規化するステップと；
　ｄ）１つまたは複数の個々の測定基準を計算するステップと
を含む、方法。
（項目５７）
　前記対象の両方の眼の眼球運動が追跡および分析される、項目５６に記載の方法。
（項目５８）
　前記対象の両方の眼の瞳孔位置のｘおよびｙ座標の両方が収集される、項目５６に記載
の方法。
（項目５９）
　前記眼球運動が、少なくとも約１００秒またはそれ超にわたって追跡される、項目５６
に記載の方法。
（項目６０）
　前記個々の測定基準が、
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【数４２－１】
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【数４２－２】

からなる群から選択される、項目５６に記載の方法。
（項目６１）
　前記個々の測定基準が、Ｌ　ｈｅｉｇｈｔ、Ｌ　ｗｉｄｔｈ、Ｌ　ａｒｅａ、Ｌ　ｖａ
ｒＸｒｉｔ、Ｌ　ｖａｒＸｌｅｆ、Ｌ　ｖａｒＴｏｔａｌ、Ｒ　ｈｅｉｇｈｔ、Ｒ　ｗｉ
ｄｔｈ、Ｒ　ａｒｅａ、Ｒ　ｖａｒＹｔｏｐ、Ｒ　ｖａｒＸｒｉｔ、Ｒ　ｖａｒＸｌｅｆ
、Ｒ　ｖａｒＴｏｔａｌ、Ｃｏｎｊ　ｖａｒＸ、Ｃｏｎｊ　ｖａｒＸｒｉｔ、Ｃｏｎｊ　
ｖａｒＸｂｏｔ、Ｃｏｎｊ　ｖａｒＸｌｅｆ、およびＣｏｎｊ　ｖａｒＹｌｅｆからなる
群から選択される、項目２１に記載の方法。
（項目６２）
　前記構造的または非構造的外傷性脳傷害が、脳振盪または軽症脳振盪である、項目５６
に記載の方法。
（項目６３）
　対象における構造的および非構造的外傷性脳傷害を検出し、それについてスクリーニン
グし、またはそれを定量化するのに有用であるキットであって、眼球運動を追跡するため
のデバイス、眼球運動追跡データを分析するための１つまたは複数の手段、例えば、アル
ゴリズムまたはコンピュータプログラムなど、および指示書を含有する、キット。



(29) JP 2016-523632 A5 2017.11.2

（項目６４）
　対象における構造的および非構造的外傷性脳傷害を評価もしくは定量化し、または構造
的および非構造的外傷性脳傷害によって特徴付けられ、もしくはそれを特徴として備える
疾患を診断するために自己に記憶された指示を有する非一時的なコンピュータ可読媒体で
あって、前記指示は、ハードウェアプロセッサによって実行されるとき、
　ａ）前記対象の一方または両方の眼の眼球運動に関係するデータを受け取るステップと
；
　ｂ）前記対象の一方または両方の眼の前記眼球運動データを分析するステップと；
　ｃ）前記対象の一方または両方の眼の眼球運動データを正常なまたは平均の眼球運動と
比較するステップと；任意選択で
　ｄ）前記正常なまたは平均の眼球運動と比較した前記対象の一方または両方の眼の眼球
運動についての標準偏差またはｐ値を計算するステップと
を実施する、非一時的なコンピュータ可読媒体。
（項目６５）
　対象における構造的および非構造的外傷性脳傷害を定量化し、または構造的および非構
造的外傷性脳傷害によって特徴付けられ、もしくはそれを特徴として備える疾患を診断す
るために自己に記憶された指示を有する項目６４に記載の非一時的なコンピュータ可読媒
体であって、前記指示は、ハードウェアプロセッサによって実行されるとき、
　ａ）前記対象の少なくとも一方の眼の眼球運動を追跡するステップと；
　ｂ）瞳孔位置の未処理のｘおよびｙデカルト座標を収集するステップと；
　ｃ）前記未処理ｘおよびｙデカルト座標を正規化するステップと；
　ｄ）１つまたは複数の個々の測定基準を計算するステップと
をさらに実施する、項目６４に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
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